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年に 条約によりぺルフルオロアルキル酸類

（ ）の規制が始まった。しかし分解によって

を生じる多数の前駆体は規制対象でないため使用されつ

づけ、下水中にも存在しているが、種類が多いため全貌

が把握されていない。これに対して、･ を用いた酸化

分解反応による前駆体総量の定量法が提案されたが 、酸

化分解条件が最適化されていない可能性が指摘されてい

る 。さらにこの定量法には、下水中の夾雑物質による影

響が懸念される。本研究ではこの定量法の酸化分解条件

を最適化し、夾雑物質による影響について検討する。

本研究では 前駆体である メチルペルフルオロ

オクタンスルホン酸アミド酢酸（ ）を酸化分

解対象、 種類の （ 、 、 、 、

、 ）を生成対象として測定した。酸化分解で

は既往研究に従い 、酸化剤としてペルオキソ二硫酸カリ

ウム（ ）、 調整剤として を添加後に加熱

した。この反応では･ が生成し 、前駆体を酸化分解

する。以下に、推定される の酸化分解反応

式１を示す。本研究では既往研究の酸化分解条件（表１）

をそのまま採用した 。 と生成した

の定量は により行い、分解率と生成率をそ

れぞれ算出した。実験は超純水を用いて６回行った。

   （式１）

（ ）     （ ）

表１ 本研究で用いた酸化分解条件

条件 条件値

酸化剤（ ）濃度
調整剤（ ）濃度
加熱温度
加熱時間

図１に各回の 分解率を示す。初めの３回

は値が変動したが、 ～ 回目で分解率は ～ に収束

した。また、図２に 生成率（生成した のモ

ル濃度／初期 のモル濃度）を示す。

の分解と同様の経過をたどり、 ～ 回目に

生成率は約 に収束した。既往研究では

分解率は 、 生成率は約 と報告されている

。また、酸化剤濃度を 、 、 と変動さ

せた実験を行った。酸化剤濃度が では と

比較して、 分解率が約 、 生成率が

約 上昇した。この結果を図３と４に示す。

本研究で得られた分解率は既往研究と比較して著しく

低く、同様の結果が他の前駆体でも報告されている 。こ

れは表１に示す酸化分解条件が最適化されていないため

であると考えられる。そこで酸化剤濃度を２倍にしたと

ころ、 分解率と 生成率はともに上昇し

たが、既往研究の結果よりは低かった。

本研究により、既往研究で提案されている前駆体総量

定量法の酸化分解条件は最適化されていないことが強く

示唆された。したがって今後は最適な酸化分解条件を得

るため、酸化剤濃度を含む表１の条件を変えて実験を行

う。さらに、得られた条件に対する下水中の夾雑物質に

よる影響の有無を検討する。
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図１ の繰返

し分解実験における分解

率の変化

図２ の繰返

し分解実験における

生成率の変化

図３ 酸化剤濃度に応じた

分解率の変化

図４ 酸化剤濃度に応じ

た 生成率の変化
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ペルフルオロアルキル酸類（PFAAs）前駆体総量の定量に対する下水中夾雑物質の影響
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